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研究成果の概要（和文）：　第一に、マーケティング研究における文化変容の捉え方として、コスモポリタニズ
ムに着目し、関連する文献を幅広くレビューした。このことで、アフィニティや世界志向といった類似概念との
差異を明確化し、分析視角としてのコスモポリタニズムを頑健なものとした。第二に、消費者が文化変容してい
く過程を質的研究法によって明らかにすると同時に、グローバルなアイデンティティに潜むローカルなアイデン
ティティの役割について考察した。最後に、コスモポリタン的表象について、先行研究との差異に触れつつ論じ
た。

研究成果の概要（英文）：First, cosmopolitanism related literature was widely reviewed to understand 
acculturation in marketing context. A series of review made the concept of cosmopolitanism robust as
 an analytical frame. Second, the process of consumer acculturation was clarified through 
qualitative research method, and the role of local identity within global identity was also 
discussed. Finally, the representation of cosmopolitanism was explored referring to the previous 
literature.

研究分野： 商学
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１．研究開始当初の背景 
 グローバル化や新興国における中産階級
の増加、教育熱の向上にともない、文化的な
開放性や多様性を受容するような消費者が
増 加 してい く ことが 予 測され て い る
（ Riefler, Diamantopoulos, and Siguaw, 
2012）。 
このような消費者は、日本の製品やサービ

スを支える潜在的な担い手となり、我が国の
内需および外需活性化の切り札として、今後
ますます重要性を増してくるものと考えら
れる。グローバル化によって各国の消費者の
行動特性を単一的に捉えることが困難にな
る中、主に社会学領域において議論されてき
た、文化変容という概念（Berry, 1983）に
着目する必要性が出てきた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、マーケティング領域における文
化変容の捉え方として近年注目を集めてい
るコスモポリタニズム概念（Cannon, Yoon, 
McGowan, and Yaprak, 1994）に焦点を当て、消
費者が文化変容していく過程を解明するこ
とで、文化的な多様性が進む市場をより良く
理解することを目的としている。 
さらに、コスモポリタン的なアイデンティ

ティの中に潜むローカルなアイデンティテ
ィの役割についても検討することで、現代消
費者の重層的な認知メカニズムについて考
察する。 
 また、文化変容の進行した消費者が異文化
や外国と関連した事象をどのように捉える
のか、そして製品やサービスの選択において
文化変容の与える影響について検討する。 
 
３．研究の方法 
 第一に、文化変容に関連した概念に触れて
いる文献を、領域横断的に幅広くレビューす
る。このことで、近接ないし類似概念との差
異を明確化し、分析視角としてのコスモポリ
タニズムの位置づけを頑健なものとするこ
とができる。 
第二に、消費者が文化変容していく過程を

グラウンデッド・セオリー・アプローチ
(Strauss and Corbin, 1990)によって詳細に
検討する。 
最後に、実験的な手法を用いて、文化変容

の進行した消費者が、異文化や外国と関連し
た刺激に対峙した場合の認知的な反応につ
いてインターネットを通した質問紙調査を
実施する。 
 
４．研究成果 
(1) マーケティング研究において文化変容
と関連している複数の概念を、社会的アイデ
ンティティ理論（Tajfel, 1974）や著者独自
の観点から研究潮流を整理した。その結果、
本研究の分析視角である文化変容のなかで
も、コスモポリタニズム概念に研究機会があ
ることが示された。 

 
(2) 文化変容の過程についてグラウンデッ
ド・セオリー・アプローチを用いて分析した
結果、直系の家族、後天的な国際的社会ネッ
トワーク、正規教育環境と海外留学、パーソ
ナリティという四つの先行要因ならびに各
要因を構成する複数のサブカテゴリー、文化
変容を調整する教育ママ、適応ストレス、ナ
ショナル・アイデンティティの再考という三
つのモデレーターが示された。 
一連の調査から、文化変容の過程は先行要

因と結果要素、結果要素を通じたさらなる文
化変容の進行という、循環型のモデルとなっ
ていることが示唆された。また、先行要因の
中でも、直系の家族が文化変容に対して取り
分け重要な役割を果たしており、後天的な国
際的社会ネットワークや正規教育環境と海
外留学といった、他の先行要因に対してポジ
ティブな影響を与えていたことが示された。
したがって、両親が何らかの形で海外や異文
化と関りが深い場合、息子や娘が文化変容し
易く、またそのスピードも速まることが示唆
された。 
 
(3) 特定のコンテクストが引き金となって、
自らのアイデンティティの帰属先がグロー
バルないしローカルに転換してしまうとい
う、コスモポリタニズムの状況依存的な側面
が示された。また、十分に文化変容の進行し
た消費者であっても、ナショナルなコンテク
ストを意識する場面では、一過性とはいえ、
外国や異文化からの製品ないしサービスに
対して自文化中心主義的なモノの見方をも
たらすことが明らかになった。 
例えば、海外に滞在している際に、自国の

製品やサービスに低い評価を下す者がいた
場合、ナショナル・アイデンティティが高ま
り、外国製品よりも自国製品を高く評価しよ
うという傾向がみられた。現在、我が国にお
いて外国籍の住人がますます増加してきて
いるが、上述の含意を踏まえると、彼（女）
らのナショナル・アイデンティティを刺激す
るようなマーケティング・コミュニケーショ
ンの実施には細心の注意を払う必要性があ
るものといえよう。 
 
(4) コスモポリタン的な表象として、西洋製
品嗜好、文化的同一性、真正的経験という三
つの要素が示された。また、これらの関係性
を考察した結果、文化的同一性が等質的なコ
ミュニティの中で濃縮されることで、西洋製
品嗜好がより高まっていくこと、真正的経験
は他と独立した位置にあり、何らかのエキゾ
チックな属性に関心が払われていくことな
どが示唆された。グローバル化が進行し、真
正的なモノやコトが稀少になっていく中で、
エキゾチックな属性に心惹かれていくコス
モポリタンの心の働きは、我が国のインバウ
ンド観光を振興していくうえで、地域固有の
文化を有りのままに伝えていくことの重要



性を示唆してくれるものである。 
 
(5) 文化変容の進行した消費者の場合、異文
化や外国と関連付けられた製品への心理的
な距離が近くなり、具体的なメッセージや画
像の添えられた刺激の方が抽象的なそれよ
りも認知的な反応が好ましくなることが複
数の実験を通して示された。このように、文
化変容と心理的な距離の遠近によって、対象
の捉え方に変化が生じるという解釈レベル
理論（Trope and Liberman, 2003）といった、
他の理論との関連性を検討した研究は少な
く、本研究はその端緒となる報告となった。
今後は、文化変容とマーケティング・コミュ
ニケーションを接合するような研究に取り
組んでいくことがますます重要となってく
るであろう。 
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